






要旨:亜急性硬化性全脳炎(SSPE)患者 15 例にインターフェロン(IFN)治療を試み, 3 例に

明らかな急性効果を得た.  1 例が治療に関わらず死亡したが, 残りの 13 例も軽度改善あ

るいは症状の進行停止をみた. また 1998 年 1 月末の調査で, SSPE 青空の会の会員のうち

生存者の約半数が 20歳以上であることも判明したので, わが国における SSPE 患者の長期

生存の実態も明らかとなった.


